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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・多田　麗香様～東病棟Aユニット10号室に医療保護入院となる。

【退院】
・和田　純也様～東病棟Aユニット10号室から退院となる。

【転入】
・壬生　孝子様～南病棟Bユニット102号室→東病棟Cユニット6号室に転入となる。

【転出】
・栗橋　アイ子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Dユニット208号室に転出となる。


【部屋移動】
・青木　昭弘様～東病棟Aユニット11号室→東病棟Aユニット13号室

・今田　克博様～東病棟Aユニット8号室→東病棟Aユニット11号室

＜患者様連絡事項＞
・中居　伊佐男様～主治医不在の為、柞木田Drに感冒症状の訴えある事を報告し、PL配合顆粒2日分処方となる。

・成田　富士子様～主治医不在の為、柞木田Drに感冒症状の訴えある事を報告し、PL配合顆粒2日分処方となる。

・江刺家　惠子様～主治医から本日よりデエビゴ錠５ｍｇが追加となり3日分処方となる。

・橋本　キヨエ様～船場Drから診察あり、食事形態を徐々に上げるように指示あり。栄養と相談し、今夕から三分粥・ミキサー（ハーフ）に変更し、2日間ごとに食事形態を上げていくこととしている。

・豊川　洋子様～主治医から長女様に架電し、DATｽｷｬﾝの結果説明を行っている。今後は施設探しを進めていく方針となる。また、近日南病棟に転出となることを伝えている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後、他室侵入し私物弄りあり介入するも自制出来ず早めに開放観察終了している。自室では逸脱行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。不機嫌さや環境に対する不満訴えなく臥床して過ごしている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和6年1月8日　15：00
　氏　　名：多田　麗子（ただ　れいこ）様
　生年月日：昭和60年7月22日（38歳）
　病　　名：パニック障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr　
[bookmark: _GoBack]　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット
　
＜経過＞
　10代の頃八戸市民病院と八戸赤十字病院の精神科へ入退院を繰り返して
　いた時期があったが、詳細不明。令和2年、第五子妊娠時に動悸が強まる
　出来事があり、一年ほど八戸赤十字病院精神科へ通院していたが、症状軽減
　により通院を中断。以後体調を崩すことはなかったが、令和5年12月下旬
　より、強い抑うつ感や希死念慮、自殺企図が出現し、同年12月27日湊病院
　を受診。パニック障害、不安障害の診断の下、薬物療法が開始となった。
　しかし、その後自宅で処方薬を多量摂取する様子が2回ほど見られ、目を
　離すと自室で首を吊ろうとする自殺企図あり。令和6年1月7日、家族と口論
　になった際、飲酒、包丁を持ち出し家族にむけ、自分の首に当てるなどの
　危険行為があり、家族が包丁を取り上げたところ、本人が過呼吸状態になった
　ため家族から救急要請が行われている。救急隊が到着した際、本人がトイレへ
　駆け込み、処方薬を多量服薬する行動あり、同日八戸市民病院へ救急搬送となる。
　診察内ではバイタルに異常はないが、興奮し暴言を吐く様子が確認されている。
　精神科救急当番であるさくら病院へ受入れ打診するも、酩酊状態や多量服薬
　に対する懸念がある為不可となり、受診歴のある湊病院では、受診歴が浅い為
　対応できないと返答あり。一時的に八戸市民病院急患室へ入院。同年1月8日に
　当院へ精神科救急の相談あり、同日受診。症状改善、環境調整目的の為、
　本日15:00東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。
